
八王子の山車文化継承をサポートする

工学部デザイン学科　工藤研究室

　例年８月初旬に開催される『八王子まつり』は、60万を超える来場者を集める大規模の市民祭
である。同イベントの中心は江戸の祭礼文化を伝える山車の巡行である。工藤研究室は、2008 年
度の文化財調査をきっかけに、少子高齢化により曳き手不足に悩む南町（みなみちょう）の山車巡
行にボランティアとして参加してきた。本企画は、八王子の山車文化継承の一助として、これまで
同様、南町の山車巡行をサポートするものである。
　同町によれば、今年度、町外協力者の増加による貸し出し用装束（祭半纏と帯）の不足が懸念さ
れており、当研究室に対して、曳き手参加の継続に加え、装束の新規制作について相談があった。
所定の装束無しに山車を曳くことはできないため、ぜひとも自前の装束を揃えたい。そこで、奨励
金を受けることで、研究室で継続使用である装束（「拓殖大」の名入り）を購入したい。

　選考時、奨励金の用途として、装束の類ではなく、ボランティア実施のための直接的経費（例：旅費）
が好ましい旨の意見を頂いた。しかし、山車の巡行に参加するためには、まず所定の装束が必要で
あり、その他の必要経費（近隣交通費など）は各々の学生でまかなえる。よって、本企画については、
特に企画の変更は行わない。

八王子地域を中心に「地域のためのデザイン」に取り組む研究室。
学生代表：笠川芳久（院１）　連絡先：042-665-2649（研究室）

150,000 平成 24年８月４・５日



2012 年８月４日（土） 早朝　山車移動（山車庫から会所へ）補助
 午後　山車巡行（町内廻り）補助
 夜　　山車巡行（甲州街道）補助
2012 年８月５日（日） 午後　山車巡行（町内）補助
 夜　　山車巡行（甲州街道）終了後山車移動（山車庫へ）補助



150,000

購入品
　南町の祭礼装束（ 「拓殖大」名入り祭半纏 ）@20,000 × 10　計 200,000 円
    　       〃             （ 帯 ）@10,000 × 10　計 100,000 円

以上の購入に奨励金を充当する。


